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２００５年３月期

株式会社 日立製作所

２００５年４月２８日

決　　算　　概　　要
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２００５年３月期
連結決算の概要
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売　　上　　高

101 2005年3月期実績（１）

税引前当期純利益 266億円当　期　純　利　益

見通し：2004年度　　　　　　　
　　第3四半期時見通し　　　　
　　（2005/2/2）

2004年3月期 　2005年3月期

実績

9兆0,270億円

8兆6,324億円

見通し

8兆8,400億円

2004年3月期 　2005年3月期

実績

2004年3月期 　2005年3月期

実績

2,645億円

2,371億円

見通し

2,350億円

2004年3月期 　2005年3月期

実績

514億円

158億円
見通し
500億円

営　業　利　益

2,790億円

1,848億円

見通し

2,600億円

３年連続増収

前期比５％増

３年連続増益

前期比５１％増
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01

売上高

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外損益

軽量化費用(事業構造改善、減損、固定資産処分損等）
有価証券損益
持分法評価損益

税引前当期純利益

法人税等

少数株主持分控除前利益

少数株主持分

当期純利益

９兆０，２７０億円

６兆９，６１２億円

１兆７，８６７億円

２，７９０億円

△１４５億円

△６９６億円
４６４億円
１４２億円

２，６４５億円

△１，４９９億円

為替差益他 △４１億円

１，１４５億円

△６３０億円

５１４億円

2005年3月期実績（2）

事業再編の売上高へ
の影響額

プリンタ事業売却：△　 330億円

NEOMAX買収　　 ：＋1,130億円

ATM事業合弁　 ：＋　130億円

ﾄｷｺ合併　　　　　　：＋　650億円
中国昇降機事業子会社化:＋　420億円

営業外損益の主な内容

軽量化費用：△696億円

有価証券損益：　464億円

事業構造改善費用：△３３３億円

固定資産損益（含　減損損失）　△３６３億円

日立プリンティングソリューションズ
東京証券代行　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

2

金融収支 △９６億円



All Rights Reserved, Copyright 2005 Hitachi., Ltd.

2004年3月期 2005年3月期

1,848億円

2,790億円

01 営業利益の主な増減要因（前期比） 3

営　業　利　益

事業構造
改善効果

+163億円

グローバル事業強化等による売上高
増加＋１,237億円

製品構造転換・原価低減他

＋2,935億円

年金代行
返上益増

＋75億円

価格低下

△2,395億円

材料費高騰

△372億円
不採算案件影響

△432億円

先行投資負担増

△389億円

連結範囲変更

＋120億円
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・アウトソーシング事業などが堅調に推移
・サーバ、パソコン、ハードディスクドライ
　ブの価格下落によりハードウェア減収

売　　上　　高

2兆3,145億円

2兆2,683億円

2004年3月期 2005年3月期

699億円 677億円

　情　　報　　通　　信　　シ　　ス　　テ　　ム

営　業　利　益 売　上　高

・SI分野における不採算案件の発生
・通信機器、ハードディスクドライブ
　が改善（ハードディスクドライブは赤字）

営　業　利　益

部門別状況(1) 4

（注）ハードディスクドライブ事業は、１２月決算会社である日立グローバルストレージテクノロジー
ズ（日立GST）が行っており、３月決算会社である当社の２００５年3月期決算においては、日立
GSTの２００４年１－１２月の数値を計上しています。

01

１４０％

（　－　）

１９１億円

（△５６億円）

９５％

（９４％）

１兆２，５２８億円

（４，５３６億円）

ハード

（HDD)

８６％４８６億円１０３％１兆０，１５５億円ソフト／サービス

前期比2004年度営業利益前期比2004年度売上高

2004年3月期 2005年3月期
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部門別状況(2) 5

　電　　子　　デ　　バ　　イ　　ス　

１兆3,201億円
1兆3,123億円

370億円304億円

売　　上　　高 営　業　利　益

・半導体･液晶関連装置が好調に推移

・液晶の急激な市況悪化により、ディス
　プレイが大幅に減少

売　上　高

・日立ハイテクノロジーズ増益

・液晶の価格低下などによりディスプレイ
　が大幅に悪化

営　業　利　益

01

（　－　）△１４６億円８６％２，２３７億円ディスプレイ

前期比2005年3月期営業利益前期比2005年3月期売上高

2004年3月期 2005年3月期 2004年3月期 2005年3月期
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・プラズマテレビ、液晶プロジェクタ伸長

・白物家電は横ばい

・日立マクセル減収

売　上　高

・プラズマテレビ、液晶プロジェクタ等
　が伸長
・白物家電改善（黒字化）

営　業　利　益

部門別状況(3)

69億円 86億円

1兆2,269億円 1兆2,803億円

6

（注）光ストレージ事業は、１２月決算会社である日立ＬＧデータストレージ（ＨＬＤＳ）が行っており、３月決算会社
である当社の２００５年３月期決算においては、ＨＬＤＳの２００４年１－１２月の数値を計上しています。

　デ　ジ　タ　ル　メ　デ　ィ　ア　・　民　生　機　器

売　　上　　高 営　業　損　益

01

・中国の昇降機子会社の連結子会社化、
　トキコ合併による増収

・日立建機、空調システム、産業機械等
　伸長

売　　上　　高

　電　　力　　･　　産　　業　　シ　　ス　　テ　　ム

営　業　利　益 売　上　高

・日立建機増益

・空調システム、産業機械などが増益

営　業　利　益

2兆5,153億円
2兆2,979億円

736億円

339億円

2004年3月期 2005年3月期 2004年3月期 2005年3月期

2004年3月期 2005年3月期 2004年3月期 2005年3月期
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・ＮＥＯＭＡＸ子会社化

・日立金属、日立化成工業が好調
　日立電線も大幅に増加

売　上　高

・日立化成工業、日立金属、日立電線
　いずれも増益

営　業　利　益

2003/3Q 2004/3Q2003/3Q 2004/3Q

1兆5,043億円
1兆2,970億円

875億円

467億円

部門別状況(4) 701

　高 　　機 　　能　　 材　 　料　

売　　上　　高 営　業　利　益

2004年3月期 2005年3月期 2004年3月期 2005年3月期
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・ほぼ前年並み

売　上　高

・日立キャピタル復調

営　業　利　益5,296億円5,509億円
310億円223億円

部門別状況(5) 801

　金　　融　　サ　　ー　　ビ　　ス

売　　上　　高 営　業　利　益

・ルネサステクノロジへの海外販売会社の
　移管の影響
・日立物流、日立モバイル堅調に推移

売　上　高

・前期にあった海外販売会社における
　年金関連の一時的損失がなくなり、増益

営　業　利　益

１兆2,482億円

１兆2,562億円

98億円5億円

　物　　流　　及　　び　　サ　　ー　　ビ　　ス　　他

売　　上　　高 営　業　利　益

2004年3月期 2005年3月期 2004年3月期 2005年3月期

2004年3月期 2005年3月期 2004年3月期 2005年3月期
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2兆9,775億円

3兆2,774億円

2004年3月期 2005年3月期

２９％

４１％

　２２％

　８％

４３％

２７％

　２２％

　８％

アジア

北米

欧州

その他地域

10%増

01

901 海外地域別売上高の状況

・２００４年３月期　３４％から、
　２００５年３月期　３６％に拡大
・中国を中心にアジアが増加

連結売上高に占める割合

中国

１８％中国

１６％



All Rights Reserved, Copyright 2005 Hitachi., Ltd.

棚　卸　資　産

１兆1,989億円
1兆1,234億円

2004/3 2005/3

株主資本比率

総　資　産

2004/3 2005/3

9兆7,362億円

9兆5,903億円

22.6％

23.7％

1.1ポイント
改善

2004/3 2005/3 期首残高 期末残高

現金及び現金等価物

営業活動
に関するCF
5,653億円

7,643億円

投資活動
に関するCF
△5,269億円

財務活動に関するCF　△994億円

7,087億円

1001 財政状態

為替換算差額：
53億円

有利子負債

0.84倍
0.78倍

0.06ポイント改善

2兆5,025億円

2兆4,975億円

2004/3 2005/3

D/Eレシオ
（少数株主持分含）

FCF：383億円

設備投資（営業用除）：3,821億円（＋860億円）

ハードディスクドライブ増産

　　　　　　　ディスプレイ製品構造転換により増加
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02
２００６年３月期
連結決算の見通し
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Revenues 営　業　利　益

1102 2006年3月期見通し（１）

税引前当期純利益 266億円当　期　純　利　益

2005年3月期　2006年3月期見通し

見通し

9兆2,500億円

9兆0,270億円

2005/2/2時点

9兆円

2005年3月期　2006年3月期見通し

見通し

3,000億円

2,790億円

2005/2/2時点

4,000億円

2005年3月期　 2006年3月期見通し

見通し

2,800億円

2,645億円

2005年3月期　 2006年3月期見通し

514億円 550億円

見通し

４年連続増収

前期比２％増

４年連続増益

前期比８％増
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売　　上　　高

2004年度 2005年度見通し

　情　報　通　信　シ　ス　テ　ム 　電　子　デ　バ　イ　ス　

営　業　利　益

2兆2,683億円

2兆3,900億円
820億円

677億円

　電　力　･　産　業　シ　ス　テ　ム　

売　　上　　高 営　業　利　益

売　　上　　高 営　業　利　益

1兆2,600億円

1兆3,201億円 370億円 370億円

　デ ジ タ ル メ デ ィ ア ･ 民 生機器

売　　上　　高 営　業　利　益

2兆6,100億円

2兆5,153億円 736億円 980億円 1兆2,803億円

1兆3,800億円

△80億円

86億円

1202 2006年3月期見通し (部門別)(1)

2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し

2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し

PDPパネル事業取り
込みで赤字
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売　　上　　高

　高　　機　　能　　材　　料 　物　流　及　び　サ　ー　ビ　ス　他　

営　業　利　益

　金　融　サ　ー　ビ　ス　

売　　上　　高 営　業　利　益

1兆5,100億円
1兆5,043億円 875億円

1,000億円

1兆2,150億円1兆2,482億円

180億円
98億円

売　　上　　高 営　業　利　益

320億円310億円

5,050億円5,296億円

1302 2006年3月期見通し (部門別)(2)

2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し 2004年度 2005年度見通し2004年度 2005年度見通し

2004年度 2005年度見通し2004年度 2005年度見通し
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2004年度 2005年度見通し

3,000億円
2,790億円

営　業　利　益

事業構造改善効果

＋219億円

グローバル事業強化等に
よる売上高増加

＋１,133億円

　製品構造転換・　
　原価低減他

＋2,387億円

年金代行返上益減

△553億円

価格低下

△2,442億円

材料費高騰

△245億円
不採算案件減少

＋432億円

先行投資負担増

△721億円

02 営業利益の主な増減要因（前期比） 14
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２００６年３月期見通し

４,０００億円超３,０００億円営業利益

９兆円規模９兆２,５００億円売上高

２００４年２月２日時点での

２００６年３月期想定事業規模

２００６年３月期見通し

２００４年２月２日時点での想定営業利益規模との偏差要因

将来の事業拡大に向けた先行投資の実施

富士通日立プラズマディスプレイの子会社化（デジタルメディア・民生機器）
注力事業強化に向けた開発投資拡大（ハードディスクドライブ、プラズマ、オートモティブシステム等）

市場環境の変化

デジタルメディア関連製品・部品の価格低下（ハードディスクドライブ、液晶ディスプレイ、プラズマテレビ、DVD関連製品等）

原材料価格の高騰（ハードディスクドライブ、ディスプレイ、プラズマ、DVD関連製品等）

さらなる構造改革の必要性、「モノ作り力」の強化

ハードディスクドライブ、ディスプレイ、電力・電機、プラズマ等

1502 ２００４年２月２日時点での想定営業利益規模との偏差

InspireA事業の立ち上げ加速を図る開発投資の拡大
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03
さらなる業績改善に向けた施策
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さらなる業績改善に向けて

PDP事業の強化、白物家電事業の構造改革の推進デジタルメディア・
民生機器

ワールドワイドでの事業拡大と収益拡大高機能材料・金融

液晶事業の収益改善電子デバイス

受注拡大、伸長事業への経営資源集中電力・産業システム

基盤事業の強化、ＨＤＤ事業の収益改善情報通信システム

見通し　営業利益３，０００億円から上積みを図るための主な施策

1603
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情報通信システム－基盤事業 1703

グループ共通技術開発

SE生産性基準値の適用

生産性の向上

徹底した軽量化、原価低減の推進

フィー型ビジネスの拡大

セキュリティビジネス強化・拡大　

「真の総合力」を活かした

日立ならではの新事業展開

ストレージ、ネットワーク、ブレードサーバ、ミドルソ
フト等の製品力強化とグローバル市場への展開

注力事業の強化・拡大

上流コンサルの増強

プロジェクトマネージャの増強（05年度　1,000人）

大口対応プロジェクトマネージャ認定制度導入

プロジェクト進捗状況の可視化

グループプロジェクトマネジメント強化

（リスクマネジメント強化・実行）

対応策テーマ
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中国新工場立ち上げ

更なる軽量化の推進

共通部品・技術の新製品への適用

歩留まり改善

サーバ向け製品生産拠点統合
中国生産拡大推進

ベンダーとの関係強化

軽量化

コスト競争力強化

ヘッド・円板生産プロセス統合推進、新
規設備導入、SCM新システム導入

TQI　Office設立による包括的
な品質改善の推進

（TQI：Total Quality Initiative)

オペレーション効率
向上・品質改善

サーバ向け製品開発部門再編

（米国へ集約、日本は高成長分野へ
のシフト）

CEデザインセンタ設立

（CE:Consumer　Electronics)

製品開発プロセス統合推進

→統合製品出荷開始開発力強化

2006年3月期実施事項2005年3月期までの成果テーマ

ハードディスクドライブ 1803
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液晶ディスプレイ事業

歩留・スループット改善

後工程中国生産拡大

開発･生産の短縮及び棚卸資産残高縮減

モノづくり改革

部品点数削減

低コストプロセスの導入

Ｖプロジェクト

固定費の変動費化他売上高固定費率改善

コスト競争力強化

国内:優位技術の継続投入による差別化
海外:拡販体制整備しｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾄｯﾌﾟ企業へ参入

携帯電話向け事業拡大

ハイエンド機種:IPS*1技術で差別化
ミドルエンド機種:SELAX *2技術で差別化

デジタルカメラ向け事業拡大

生産販売体制見直し

差別化技術活用

参入分野･顧客層拡大

中小形への注力製品ポートフォリオ
の最適化

06年度以降は合弁会社の (株)IPSｱﾙﾌｧﾃｸﾉﾛｼﾞが担当

投資規模最適化によるグローバル競争力の強化

ＴＶ向け液晶の競争力強化

大形品種拡充と差別化製品提供アミューズメント分野向け事業拡大

優位技術提案による差別化携帯ゲーム機向け事業拡大

強み技術

を活かした

事業拡大

対応策テーマ

*1 ＩＰＳ： Ｉn Ｐlane Ｓwitching    *2 SELAX： Ｓelectively Ｅnlarging ＬＡser Ｘ’tallization

1903



All Rights Reserved, Copyright 2005 Hitachi., Ltd.

電力・電機システム

伸長事業・海外
市場への経営資
源の投入

モノづくり技術の強化、合理化投資の実施、資材費低減

国内ﾌﾟﾗﾝﾄ建設への対応・エンジニア温存

予防保全(安全性・信頼性)強化

原子力端境期対応

グループ力を活用したサービス立ち上げ社会インフラ向けサービス
事業

徹底した生産性向上

市場規模減少下での売上減少に見合った固定費圧縮上下水道設備

生産改革加速

中国/英国でのインサイダー化推進

交通インフラ事業

海外火力案件への注力電力事業

グループワイドでの事業構造改革の推進産業インフラ

大型ガスタービンコンバインドサイクルシステム案件への注力

予防保全積上、売電・サービス拡大

国内電力事業における受注
拡大

低収益事業の採
算性改善

対応策テーマ

2003
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デジタルメディア･民生機器

ワールドワイドでの生産体制整備：北米・欧州・中国・日本の４極体制へ

原価低減への取り組み

富士通日立プラズマディスプレイ子会社化による、垂直統合型ビジネスモデルの
構築、製品の差別化

垂直統合型経営モデルの確立

製品の絞込みと成長製品への経営資源の集中投下コンシューマ事業分野における構造改革

白物家電事業の強化

組み込みソフト開発効率の向上：開発体制の強化

プラズマ事業の強
化・拡大

開発効率の向上：開発拠点を３→１へ集約

拡販投資の実施

映画「宇宙戦争」とのタイアップによるグローバルキャンペーンの実施

グローバル展開の強化、市場
シェア１５％以上

デバイス事業の拡大

海外市場への取り組み強化：中国・アジアの拡大、中近東、ロシア、インドの開拓

ロジスティクス改革と軽量化の徹底

グループ内製率の向上（Made in Hitachi作戦）：製造原価中６割へ

アライアンスの強化 日立LGデータストレージとの垂直統合型モデルの拡大・強化、ハイビジョンレコー

ダへの展開

プラズマ特許の戦略的活用

マーケティング、共同開発、生産分野での協力など、幅広い観点で協業を検討松下電器との提携を活かした
事業強化

対応策テーマ
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２００６年３月期のさらなる業績改善に向けて

さらなる業績改善に向けた施策の検討・実行

各セグメント別主要施策の着実な実行

グループシナジーの徹底追及（売上拡大、資材費・間接費低減等）

リスクマネジメントの徹底

2203

＜想定しうるリスク＞

世界的な経済動向の変化、世界各地における社会情勢、原材料価格高騰、

デジタル家電等の製品価格低下の劇的な進行　等

FIV評価による製品構造見直し
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将来予想に関する記述 

 
本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点

で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく

異なることがありえます。その要因のうち、主なものは以下の通りです。 

• 市場における製品需給の変動及び価格競争の激化（特に情報通信システム部門、電子デ
バイス部門及びデジタルメディア・民生機器部門） 

• 新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社及び
子会社の能力 

• 急速な技術革新（特に情報通信システム部門及び電子デバイス部門） 
• 為替相場変動（特に円／ドル相場） 
• 製品需給及び為替変動に対応する当社及び子会社の能力 
• 主要市場（特に日本、米国及びアジア）における経済・社会状況及び貿易規制等各種規
制 

• 自社特許の保護及び他社特許の利用の確保（特に情報通信システム部門及び電子デバイ
ス部門） 

• 事業構造改善施策の実施 
• 製品開発等における他社との提携関係 
• 資金調達環境（特に日本） 
• 日本の株式相場変動 

 


